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（１）事業の取組状況

① 自治体との連携

・ 市町村職員を対象とした国民年金事務新任担当者研修会や国民年金事務担当者研修会を開催。事前のニーズ調査
や開催時のアンケート調査を行い、ご要望に沿った形での研修を実施し、日頃の疑問点の整理や意見交換を行いました。

なお、昨年度開催の研修においては、「マイナンバーを利用した情報連携」や、「年金生活者支援給付金の施行」等の制
度改正に伴う事務取扱について開催いたしました。

・ 市町村に対する情報誌「かけはし」を奇数月に発行し、制度改正内容や事務手続きにかかる留意事項、受給者・被保険者

に向けた発送物の内容等の情報提供を行い、連携強化を図りました。
また、盛岡においては昨年８月から「かけはし」号外として、偶数月にも受給者・被保険者に向けた発送物の内容等の情

報提供を始めております。

１ 令和元年度事業取組結果

事務所名
平成３０年度
実施回数

平成３０年度
出席人数

令和元年度
目 標

令和元年度
実施回数

令和元年度
出席人数

達成割合

盛岡 ３回 ３７人 ３回 ３回 ３６人 １００％

一関 ４回 ４3人 ４回 1回 １３人 ２５％

宮古 ３回 ２０人 ３回 ２回 １４人 ６７％

花巻 １回 ８人 ２回 １回 ６人 ５０％

二戸 ２回 ２０人 ２回 １回 ６人 ５０％

合計 １３回 １２８人 １４回 ８回 ７５人 ５７％

○ 地域連携事業
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・ 市町村発行の広報誌への公的年金制度の周知等に関する掲載依頼を行い、県内全ての市町村にて複数回にわたり

記事掲載をしていただき、地域住民へ制度周知を行いました。

・ 市町村からの国民年金事業に対する更なるご理解を賜るべく、市町村長等への協力要請を行いました。

・ 県内全ての市町村へ「岩手県地域年金事業運営調整会議」の資料を提供し、今後より一層の連携強化を図れるよう、

県内市町村の皆様への協力依頼を行いました。

・ 全市町村に「わたしと年金」エッセイ募集ポスターの掲示とリーフレット設置をしていただきました。

また、１１月は「ねんきん月間」周知用ポスターの掲示とチラシの設置にもご協力をいただきました。

・ 多数の市町村のご協力のもと成人式での成人式用リーフレット配布をしていただき、新成人への年金制度ＰＲを行いま

した。

※（内訳） 盛岡管内… 全市町

一関管内… 一関市・奥州市・陸前高田市・大船渡市・金ヶ崎町

宮古管内… 宮古市

花巻管内… 遠野市

二戸管内… 全市町村

・ 年金相談予約制のポスター・リーフレットにつきまして、県内全市町村より設置へご協力をいた

だきました。滝沢市では市内８０地区におけるリーフレットの回覧や、地域型年金委員の方の

働きかけもあり、市掲示板でのポスター掲示にもご協力いただきました。
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② 関係団体との研修会・説明会・広報の実施

・ 定期的な打合せによる情報共有を図ったほか、共催による研修会・説明会の開催や各関係団体主催の
研修会・説明会への講師派遣を行いました。

関係団体との協力連携は重要なものであるため、今後とも積極的に行ってまいります。

令和元年度の実施回数と研修内容は下表のとおりです。
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団 体 名 実 施 回 数 開 催 年 金 事 務 所 内 容

岩手県社会保険協会（講師派遣） １１回 全年金事務所
60歳以後の年金額調整の仕組み、
年金制度の概要、事務手続きにかか
る留意点について

岩手県社会保険労務士会（講師派遣） ４回 盛岡、一関
算定基礎届、年金制度改正、繰下げ
請求時の留意点、生計維持関係の確
認書類

全国健康保険協会岩手支部（共催） １１回 全年金事務所
遺族の生活を支える年金のしくみ、
被用者保険の適用拡大、マイナン
バーを利用した情報連携

岩手県年金協会（講師派遣） １回 一関
平成３１年度予定の年金制度改正の
概要

東北厚生局（講師派遣） １回 盛岡

市町村事務費交付金説明会の中で、
障害年金事務の改善に関する事務取
扱の変更点、国民年金被保険者異動
報告書、免除申請書等の留意事項に
ついて

盛岡管内での年金委員研修会（共催）の風景



● 岩手県社会保険協会との連携

岩手県社会保険協会発行の「社会保険いわて」に記事の提供を行い、制度改正等について事業所に対し周知を図りました。

県内各地区における年金委員研修会に対し、配布用の参考書籍をご提供いただきました。

● 岩手県社会保険労務士会との連携

毎月、定例会議を実施し、情報共有・協力連携を図りました。

また、街角の年金相談センター盛岡（以下「オフィス」という。）の運営や各年金事務所の年金相談窓口と市町村等での

出張年金相談窓口の委託をし、お客様にとって身近で便利な窓口として連携を図っております。

１１月３０日の「年金の日」には、川徳前およびホットライン肴町アーケードにおいて、盛岡年金事務所と岩手県社会保険

労務士会・岩手県年金協会及び全国国民年金基金岩手支部との合同により、年金制度周知用パンフレット等の配布を

行い、多くの通行者に対し年金制度のPRを行いました。

また、岩手県社会保険労務士会主催の相談会へ職員派遣を積極的に行いながら、連携強化を図ることが出来ました。

● 岩手県商工会議所連合会・岩手県商工会連合会との連携

各年金事務所で岩手県商工会議所連合会・各商工会議所・岩手県商工会連合会・各商工会を訪問し、「公的年金制度説明

会のご案内」・「厚生年金保険・健康保険制度のご案内」のパンフレットの設置をしていただき、「わたしと年金」エッセイ募集

のポスター・リーフレットの設置につきましてもご協力をいただきました。

また、岩手県内商工会職員の研修会に講師派遣し、社会保険実務及び年金制度説明を行いました。

● 報道機関との連携
報道機関２７社へ「わたしと年金」エッセイ募集、「ねんきん月間」及び「年金の日」、「年金委員・健康保険委員表彰伝達式」、

「地域年金事業運営調整会議」等の周知・協力要請を行いました。
コミュニティＦＭでは、「予約相談」、「ねんきんネット」等に関する放送をしていただき、自営業・農業従事者や主婦等をター

ゲットとしたPRを行いました。（盛岡、二戸）
昨年度以降ラヂオもりおかで放送している「やはラヂ！」では、ほぼ毎日放送されている状況ですが、新たに葛巻町の町営

テレビを活用した制度広報も始めました。

● 税務署との連携
税務署に年金源泉徴収票再発行リーフレット・ポスターの設置、確定申告会場では予約相談のポスターやチラシ等の設置

にご協力をいただきました。（盛岡・宮古）
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総括・分析 今後の対策

・ 市町村職員のニーズに応じた研修会の実施や地域年金事業運営

調整会議の会議資料の展開のほか、国民年金事業にかかる協力要

請を行い、更なる市町村連携の強化に向けた取組みを実施しまし

た。

・ 今後も市町村職員のニーズをお聴きしながら研修会を開催し、

年金制度の改正があった際は研修会の実施について迅速に対

処してまいります。

また、国民年金事業に対するご理解を賜るべく、市町村長等

への協力要請についても、引き続き行ってまいります。

・ 予約相談やねんきんネットの普及・利用拡大を目的として、市町村

や関係団体への協力依頼や、研修会・年金制度説明会等の各種機

会において、リーフレット配布やアクセスキー発行の周知啓発を実施

しました。なお、予約相談については、医師会を通じた医療機関への

リーフレット配付や、市の回覧版での周知を行いました。

・ ねんきんネットの利用拡大に向け、研修会や説明会等におけ

るリーフレット配布や適用事業所の職域型年金委員を通じたPR・

申込依頼について、引き続き取り組んでまいります。

また、予約相談についても関係機関に対する協力依頼を実施し、

更なる普及拡大に努めてまいります。

・ これまで実施してきた市民後見人養成講座等への講師派遣のほ

か、 新たな研修会等への講師派遣も行い、多方面での年金制度説

明会を行いま した。

・ 多方面での研修会や説明会実施に向け、市町村や関係団体

へのアプローチ・連携を図ると共に、積極的に講師派遣を進めて

まいります。

（２）総括・分析と今後の対策

● その他

・ 全国健康保険協会岩手支部と連携した算定基礎届事務説明会や、厚生年金の新規

適用事業所 説明会において、制度説明を行いました。（全年金事務所）

・ 後見人養成講座に講師派遣し、制度説明を行いました。（盛岡、二戸）

・ 就労支援施設に講師派遣し、制度説明を行いました。（一関）

・ 岩手県労働者福祉協議会の退職準備サポート研修会に講師派遣し、制度説明を行い

ました。（盛岡、一関、花巻）

・ マザーズハローワーク女性向けセミナーに講師派遣し、制度説明を行いました。

（盛岡、一関、花巻）
盛岡管内での新規適用事業所

説明会の風景
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（１）事業の取組状況

① 年金セミナー開催に向けたアプローチ状況

・ 岩手県教育委員会や岩手県高等学校長協会等の関係機関の協力を得て、
中学校、高校へ年金セミナーの周知を図っていただきました。

・ 各年金事務所において、大学、短大、各種学校、高校、中学校に対して年金セミナー開催に向けた協力要請（アプ
ローチ）を行っております。

なお、中学校へのアプローチについて、昨年度から全年金事務所で取り組んでおります。

アプローチ実施状況

※高校内の（ ）は、盛岡所属地域年金推進員が各事務所管内の学校へアプローチを行った件数の再掲分

○ 年金セミナー事業

事務所名 大学、短大 各種学校 高校 中学校 合計 【参考】
平成３０年度末

盛岡 ９校 ２２校 ２５校（２５） ４９校 １０５校（２５） ５６校

一関 ２校 １０校 ２１校（１７） ３９校 ７２校（１７） ７４校

宮古 ２校 １校 １０校（ ０） ２５校 ３８校（ ０） １３校

花巻 １校 ３校 １３校（ ０） ８校 ２５校（ ０） １５校

二戸 ― ２校 １１校（ ０） ２１校 ３４校（ ０） ３４校

合計 １４校 ３８校 ８０校（４２） １４２校 ２７４校（４２） １９２校

花巻管内での高校における年金セミナーの風景
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② 年金セミナー実施状況

・ アプローチ（２７４校）を行った結果、下記の実施状況となっています。
その他、学校事務研究会において小中学校事務職員対象に年金セミナーを実施しました。（宮古）

事務所別実施状況 ※（ ）内は実施回数

教育機関別実施内訳 ※（ ）内は参加者数

教育機関 平成３０年度末 令和元年度末

大学・短大 ５校（ ５７３名） ５校（ ８２５名）

各種学校 １４校（ ６７６名） １２校（ ４６７名）

高等学校 ２６校（２，３３９名） ３３校（２，７７１名）

中学校 ３校（ ３６名） ３校（ ４８名）

合計 ４８校（３，６２４名） ５３校（４，１１１名）

事務所名 平成３０年度末 令和元年度目標 令和元年度末 達成割合

盛岡 １４校（２０回） １４校 １５校（１７回） １０７％

一関 ９校（１０回） ９校 ９校（ ９回） １００％

宮古 ５校（ ５回） ５校 ４校（ ４回） ８０％

花巻 ５校（ ５回） ５校 １２校（１２回） ２４０％

二戸 １５校（１５回） １５校 １３校（１３回） ８７％

合計 ４８校（５５回） ４８校 ５３校（５５回） １１０％

宮古管内での年金セミナーの風景
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年金セミナーアンケート結果（年金に対するイメージ）

※「まあ良い」以上の評価が講義前の42.1％に対し、講義後は90.０％と大きく増加。

●セミナー後も「3.どちらとも言えない」「4.あまり良くない」「5.悪い」を選択した理由

9

1.0％

講義前

講義後 42.2%

15.0%

47.8%

27.1%

7.8%

43.7% 11.8% 2.4%

１．とても良い ２．まあ良い ３．どちらとも言えない ４．あまり良くない ５．悪い 無回答

0.6％

0.6％
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理解できなかった43件 

無回答 67件 

理解できなかった

無回答 79件 

回答

○保険料の納付は国民の義務○２０歳になったら国民年金に加入

3,492件 理解できた

○３種類の給付制度

65件 

3,529件 

40件 

回答選択肢

理解できた

理解できなかった

無回答

選択肢

3,524件 

選択肢

理解できた

63件 

○世代と世代の支え合い

理解できた 3,528件 

理解できなかった 34件 

無回答 72件 

回答 選択肢 回答

97%

1% １．理解できた

２．理解できなかった

無回答

97%

0.9%

2%

１．理解できた

２．理解できなかった

無回答

97%

１．理解できた

２．理解できなかった

無回答

96%

1.7%

１．理解できた

２．理解できなかった

無回答

1%

1%

2%
2%

2% 2%

2%
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2.6％

「あり」の場合（複数回答）

64件 

選択肢 回答

２階建て構造

老齢年金

○詳しく説明してほしい内容の有無

あり

選択肢

世代と世代の支えあい

障害年金

62件 

550件 

無回答

146件 

80件 

68件 

回答

65件 

172件 

173件 

遺族年金

特になし 3,004件 

公的年金は破綻しない

保険料の免除制度

90件 

保険料負担と給付

42件 

0件 

その他

無回答

83%

15%

2%

１．特になし

２．あり

無回答

0.0%

4.8%

19.6%

19.5%

16.6%

10.2%

7.3%

7.0%

7.7%

7.4%

無回答

９．その他

８．免除制度

７．破たんしない

６．負担と給付

５．遺族

４．障害

３．老齢

２．２階建て構造

１．世代と世代の支えあい

2％
3％

選択肢

○年金制度は必要か

必要

必要ない

無回答

回答

3,439件 

95件 

100件 

95%

１．必要

２．必要ない

無回答

2％
3％



③ 地域年金推進員

学校との連絡・調整や生徒へのプレゼン能力に長けた教職員ＯＢを「地域年金推進員」として委嘱し、高校を対象に

訪問及び電話による年金セミナーの協力要請等を実施しています。

教職員ＯＢである地域年金推進員によるアプローチにより、効果的にセミナー開催へ繋げております。

今年度も９月に開催した岩手・青森・秋田の年金セミナー担当者による「年金セミナー王地域予選会」において、講

師スキル向上のためのアドバイスを行いました。

④ 関係団体への協力依頼、連携状況

岩手県教育委員会へ高校及び中学校への公的年金制度に関する啓発、周知事業に係る協力依頼を行い、教育長

名により各学校長及び市町村教育委員会教育長あて、年金セミナー開催及び「わたしと年金」エッセイ募集への協力

依頼の周知を図っていただきました。

⑤ 「わたしと年金」エッセイ応募結果

岩手県教育委員会への協力依頼のほか、図書施設・主要公民館・コミュニティセンター・プラザおでって内の「てがみ

館」にポスター等の設置にご協力いただくと共に、新たに大学・ＪＲ駅・記念館への協力依頼も行いました。

昨年度の応募結果は以下のとおりでした。目標とした５名以上の応募を達成することができ、入選された方が１名い

らっしゃいました。

入選者賞状授与式の風景

一般
学生

合計
中学生 高校生 専門学校 大学生

全国 104名 11名 1,132名 9名 34名 1,290名

東北 16名 0名 35名 ０名 0名 51名

岩手県 7名 0名 0名 ０名 ０名 7名
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入選 岩手県 久保田 智子 様 （６０代 女性）  
 

職をリタイアした私ですが、友人たちとのランチ会での話題は、親や自分の介護
をどうするかとか、年金受給についてです。だいたいいくら受給できるのかとは、
大きな大きな関心事です。  

年金制度発足時は、強制加入ではなかったそうです。一九八五年に強制加入制度
が発足。基礎年金制度スタートで社会保障が進められていくことになったと記録 
がありました。  

私は、思い当たることがありました。山奥の小さな小学校に臨時で就職した頃
に、手取り給料の計算をしていた教頭先生から、  
「貯金とは違うかもしれないが、年老いてから、助かるぞ。だまされたと思うはず
ないから、手続きしてみたら。」  
と、よく分からない説明でしたが、少ない給料から天引きされることになりまし
た。これが私の年金とのきっかけです。当時は、選択でしたから、このお金があっ
たらなあと思ったことも思い出されます。年金制度の歴史と照らし合わせると、数
年後に強制加入による基礎年金制度がスタートしたことになります。私は、教頭先
生のすすめにより、少し早く年金を掛けていくことになったのです。まだ、基礎年
金受給をしていませんが、きっと笑顔で給付の日を待てるかなと思っています。  

それにしても、自己反省です。もっと国の政策、年金事情に若い頃から感心をも
つべきでした。受給対象になってから情報集めをしたり、先に受給している人から
教えてもらったりです。年金関係の書類が送付されて、いざ記入の時も、不明なこ
とばもたくさんあって不安でしたので、街角年金相談に出かけ教えていただきま 
した。一つ一つていねいに説明があり助けられました。  

家族でも年金について話題になるようになりました。私の実家は、小さな店を経
営しておりました。従業員は、二十才代の方を二名雇用していたと記憶がありま
す。そのうちの一人の方が、他界した父のためにお線香をあげに来訪してくれまし 

た。お茶を飲みながら思い出を語ってくれたその方は、父には感謝と、しきりに語
りました。若い頃に給料から引き去られた年金が途切れなかったので、ありがたい
との話でした。小さな店で、安い給料での年金引き去りは、当時は、なんでなんだ
と思ったこともあったようですが、七十才を過ぎた今、安定した額をいただき満足
とのこと。母は、手取り額は増やしたいが、将来を考えてと引き去り決意の思い出
を話していました。店の経営もたいへんだった頃なのに年金について従業員の先 
のことまでをよく勉強していたものだと九十近い母に拍手を贈りました。  

年金の仕組みについて、学生時代に習ったような気もしますが、六十才の自分が
先のことすぎて実感も関心もさほどなかったことが本音です。多くの方もそうだ 
と思います。給料から、こんなに引き去らなくてもいいのにと思ったことも事実で
す。  

若者が年金受給について、マイナスの意見を唱えることが多いです。しかし、受
給者、受給を控えている者たちが、実際は、このような歴史があるのだとか、苦労
もあったとか感謝もたくさんと伝えていく必要があると思いました。六十才は、ま
だ先のことだと考えるのは、まちがいだと痛感しています。  

私と年金のきっかけは、二十代前半の職場上司のアドバイス。そして、親が生き
抜くために、苦しい店の経営環境からも従業員の方に感謝されるまで考えぬいた 
決断。年金と共に歩んだ歴史を大切にしながら、受給していきたいと思いました。  

また、我が子にも、まだまだ先と言うことなく考えさせていこうと切実に実感し
ました。  

日本の社会保障が身近にあることを世代を超えて伝えることが大切だと思いま 
した。 

「わたしと年金」エッセイ 令和元年度作品
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（２）総括・分析と今後の対策

総括・分析 今後の対策

・ 岩手県教育委員会や岩手県高等学校長協会等関係機関

のご協力、地域年金推進員との連携を図りながらアプローチ

を展開しております。

昨年の運営調整会議において、運営委員の方より次年度に

向けた１１～１２月頃のアプローチのご提案をいただき、年金

セミナー未実施校への再アプローチの際に、次年度実施依頼

も併せたアプローチを行いました。

大学・専門学校に対しては機構職員によるアプローチを行っ

ておりますが、大学２校において新たに年金セミナーを実施す

ることが出来ました。

・ 前年度以上の年金セミナー実施に向け、関係機関のご協

力、地域年金推進員の連携により次年度開催も併せたアプ

ローチを行ってまいります。

大学・専門学校への再アプローチの際には、事業計画に

掲げたアンケート調査も行うと共に、調査結果を分析し年金セ

ミナー開催に漕ぎ着けられるよう粘り強く取り組み、相談会の

同時開催についてもアプローチを行ってまいります。

また、保護者等へのセミナー実施も重要と考えており、岩手

県ＰＴＡ連合会へのアプローチも進めてまいります。

・ 中学生の職場体験学習受け入れの際に、年金セミナーを実

施しました。昨年度は全年金事務所において中学校へのアプ

ローチに取り組んでおりますが、開催実績のある二戸管内以

外でも実施することが出来ております。

・ 今年度において、中学生を対象とした年金ポスターコンクー

ルを実施する予定です。応募に繋げるためには年金セミナー

開催による制度周知が必要と考えておりますので、年金ポス

ターコンクールのＰＲと併せたアプローチを行ってまいります。

・ 「わたしと年金」エッセイ募集について、年金セミナーアプロ

ーチおよび大学や専門学校等での年金セミナー開催時におい

て、周知・応募依頼を行いました。

また、ポスタ―・リーフレットの設置依頼を主要図書館・公民

館等のほか、大学・ＪＲ駅・記念館にも枠を広げて行った結果

７名からの応募があり、目標とした「５名以上」を達成すると共

に、入選された方が１名いらっしゃいました。

・ 次年度に向け、学生からの応募を目指し、年金セミナーアプ

ローチおよび年金セミナー開催時における周知・応募依頼は

必須とし、協力依頼先も更に拡大しながら、一般の方の目に

触れる場所や施設等に対する周知・広報活動を進めてまいり

ます。
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○ 地域相談事業
（１）事業の取組状況
① 市町村での出張相談

お客様の利便性向上を図るため、遠隔地に出向き出張相談を実施しました。

② ハローワークにおける離職者説明会での国民年金説明会の実施
ハローワークにおいて、離職者の方々へ国民年金の加入、納付、免除の手続きに関しての説明会を実施し、国民

年金にかかる手続きの周知と納付漏れ防止の対策を図りました。

開催年金事務所 実施回数 参加人数

盛岡（ハローワーク盛岡） ５４回 ４,８６０名

一関（ハローワーク一関） ４９回 １,２５４名

宮古（ハローワーク宮古・釜石） ６４回 １,３３２名

花巻（ハローワーク花巻） ５５回 １,０３５名

二戸（ハローワーク二戸・久慈） ８５回 １,０５６名

事務所名 実施場所及び実施回数 実施回数
相談者数
（合計）

盛岡
八幡平市役所（毎月１回）、岩手町ゆはず交流館（毎月１
回）、紫波町役場（奇数月）、葛巻町役場（偶数月）

３６回 ３９３名

一関
陸前高田市役所（偶数月）、大船渡市役所（毎月１回）、
奥州市役所本庁【水沢】（奇数月）、
奥州市生涯学習センター【江刺】（偶数月）

２９回 ４６４名

宮古 釜石市青葉ビル（毎月１回） １２回 ２９５名

花巻 遠野市役所（毎月１回） １２回 １３１名

二戸 久慈市文化会館（毎月２回） ２４回 ３８６名
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③ その他商業施設等での出張相談
・ 矢巾町、紫波町の産業まつり会場において、出張年金相談を実施しました。（盛岡）
・ 岩手行政監視行政相談センター主催「合同行政相談所」へ職員を派遣し年金相談
を行いました。（盛岡、一関）

・ 岩手県社会保険労務士会主催による、盛岡地区の大型商業施設や総合病院の施
設内での無料相談会へ職員派遣を行いました。（盛岡）

（２）総括・分析と今後の対策 盛岡管内の産業まつり会場での年金相談所の風景

総括・分析 今後の対策

・ 例年同様、年金事務所が遠い地域の住民への利便性を確

保するため出張年金相談を実施、岩手県社会保険労務士会

主催の相談会も昨年度に引き続き連携して対応しました。

・ 地域住民の利便性を確保すべく、市町村との連携を図りながら

引き続き実施してまいります。

また、関係機関等からの要請・依頼があれば、積極的に対応し

てまいります。

・ ハローワークでの国民年金制度説明会の実施と併せて、ね

んきんネット利用に関する周知を行っております。

昨年度はハローワーク主催で女性向けのマザーズ就職支

援セミナーへ講師を派遣し制度説明を行いました。

・ 国民年金手続きや保険料の納め忘れの防止、失業による特例

免除制度の周知等を進めるうえでは、ハローワーク説明会は貴

重な機会であり、継続して実施してまいります。

また、県内各マザーズハローワーク主催の女性向けセミナー

への講師派遣を盛岡地区以外でも取り組み始めたところであり、

各地区での実施に向けた協力連携を図ってまいります。

・ 昨年度の矢巾町・紫波町の産業まつりは同日開催で雨の影

響もあり来場者が少なく、昨年よりも相談件数は少ない結果 と

なりました。

他の市町村における産業まつりへのアプローチも行いました

が、新規実施は出来ませんでした。

・ 屋外の場合は天候にも左右されますが、人通りの多い場所等、

開設場所により相談者数が違ってくるため、イベント主催者側と

協議するなど、少しでも多くの方にご相談いただけるよう引続き

取り組むと共に、他地区での実施拡大にも努めてまいります。
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○ 年金委員活動支援事業

（１）事業の取組状況

① 年金委員への研修会実施状況

・ 職 域 型 年 金 委 員 に 対 し て は 、 全 国 健 康 保 険 協 会 岩 手 支 部 と 連 携 し て 研 修 会

を 開 催 、 各 地 区 社 会 保 険 委 員 会 が 主 催 す る 研 修 会 等 へ 講 師 を 派 遣 し 年 金 制

度 の 概 要 や 法 律 改 正 に つ い て の 周 知 を 図 り ま し た 。 ま た 、 年 金 委 員 の 表 彰 伝

達 式 に あ わ せ て 研 修 会 を 実 施 し ま し た 。

・ 地 域 型 年 金 委 員 に 対 し て は 、 「 地 域 型 年 金 委 員 活 動 の 手 引 き 」 、 「 支 え あ い ～ 年 金 委 員 だ よ り ～ 」 、 各 種

活 動 支 援 の ポ ス タ ー や リ ー フ レ ッ ト を 提 供 し な が ら 、 地 域 で の 制 度 周 知 や 広 報 を 依 頼 し ま し た 。

・ 盛 岡 地 区 に お い て は 、 ８ 月 及 び ２ 月 に 年 金 委 員 ・ 健 康 保 険 委 員 の 合 同 研 修 会 を ４ 団 体 （ 日 本 年 金 機 構 、 全 国

健 康 保 険 協 会 、 岩 手 県 社 会 保 険 協 会 、 岩 手 県 社 会 保 険 委 員 会 連 合 会 ） 主 催 で 開 催 し ま し た 。

事務所名

職域型 地域型

実施
目標

平成３０年度末
※（ ）は参加者数

令和元年度末 達成割合
実施
目標

平成３０年度末
※（ ）は参加者数

令和元年度末 達成割合

盛岡 ３回
３回

（４１４名）
５回

（４６９名）
１６７％ ４回

６回
（３３名）

４回
（３２名）

１００％

一関 ４回
４回

（１９１名）
３回

（１７０名）
７５％ ４回

１０回
（２４名）

４回
（２１名）

１００％

宮古 ４回
４回

（１４０名）
４回

（１０８名）
１００％ ４回

２回
（１２名）

１回
（ ６名）

２５％

花巻 ３回
３回

（ ８１名）
３回

（ ７４名）
１００％ ４回

８回
（１１名）

３回
（１０名）

７５％

二戸 ２回
２回

（ ６７名）
２回

（ ６１名）
１００％ ４回

３回
（ ９名）

４回
（１１名）

１００％

一関管内での年金委員研修会の風景
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② 年金委員表彰の実施

・ 多年にわたり年金事業の推進及び発展に貢献された年金委員の方々を対象に、年金委員功労者表彰伝達式を全国健康

保険協会岩手支部、岩手県社会保険委員会連合会、岩手県社会保険協会との共催により開催しました。

開催状況は下記のとおりです。

開催日 令和元年１１月１８日（月）

開催場所 ホテルメトロポリタン盛岡「ＮＥＷ ＷＩＮＧ」

表彰対象 厚生労働大臣表彰 ２名

日本年金機構理事長表彰 ５名

日本年金機構理事表彰 １５名

③ 年金委員の委嘱拡大に向けた取組

・ 全年金事務所で、職域型年金委員が委嘱されていない事業所を対象に、年金委員制度の周知及び委嘱の推薦依頼を

行いました。 また、辞退届提出の際の後任者の推薦依頼も引き続き行いました。

・ 岩手県社会保険労務士会や岩手県年金協会を中心に、地域型年金委員制度の周知及び委嘱の推薦依頼を行いました。

また、将来的に、地域型年金委員にかかる市町村と連携した取り組み・制度周知や委嘱拡大が出来ないものか検討して

おりますが、まずはその前提として、情報提供に同意いただいた年金委員の名簿を市町村に提供する取り組みも行いました。

なお、ラヂオもりおかで放送している「やはラヂ！」での制度周知・委嘱勧奨も継続実施中です。

年金委員表彰伝達式の風景

年金委員 平成３０年度末 令和元年度目標 令和元年度末 目標比

職域型 ２，２５８名 ２，３００名 ２，２９６名 ▲４名

地域型 ６５名 ７０名 ７１名 １名
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総括・分析 今後の対策

・ 年金制度の概要や改正について周知を図るための職域型年

金委員の方を対象とした研修会は、１２月までの時点で全年金

事務所において実施することが出来ました。

また、盛岡管内では社会保険委員会盛岡支部の役員会と更

なる連携を図るため、今年度は研修会を２回開催しました。

・ 年金制度の改正点や現状等について、職域型年金委員およ

び従業員の方へ周知・展開すべく、全国健康保険協会岩手支

部と連携しながら、全年金事務所において研修会を複数回開

催できるように関係団体への協力依頼と働きかけを行ってまい

ります。

また研修テーマに関しては、アンケート結果や社会保険委員

会からいただいたご意見も踏まえながら、内容の充実を図っ て

まいります。

・ 地域型年金委員の方を対象とした連絡会を開催し、予約相

談・ねんきんネット利用拡大等の取り組みや、年金生活者支

援給付金のリーフレット配布に関する協力依頼を実施しました。

また、前回の運営調整会議において、運営委員の方より市町

村と地域型年金委員との連携にかかるご提案をいただきまし

た。どのような連携が出来るか検討しておりますが、まずはそ

の前提として、ご本人に同意確認を取った上で、市町村へ年金

委員名簿の情報提供を行いました。

・ 自治会や町内会等、地域住民への年金制度普及を図るため

今年度も定期的に連絡会を開催し、地域型年金委員の皆様と

の連携を強化すると共に、情報共有を積極的に行ってまいり

ます。

・ 市町村との連携については、年金委員の方の地域における

活動がしやすくなるような連携案を検討し、各市町村との協 議・

協力依頼を進めてまいります。

・ 年金委員委嘱拡大については、従来通り文書勧奨のほか、

岩手県年金協会や岩手県社会保険協会等の各団体に対して

集会等での委嘱勧奨や会報誌への記事掲載等の協力依頼を

行っている状況です。

・ 職域型については、年金委員未設置事業所だけでなく委嘱

済の事業所に対しても委嘱勧奨を行う等、引き続き定期的な

文書勧奨及び研修会等を通じた年金委員制度の周知・勧奨

に取り組んでまいります。

・ 地域型については、委嘱状況を注視しつつ、関係団体への

協力依頼と働きかけを行ってまいります。

（２）総括・分析と今後の対策
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○「ねんきん月間」「年金の日」の取組

厚 生 労 働 省 と の 連 携 に よ り 、 １ １ 月 の 「 ね ん き ん 月 間 」 に お い て 、
公 的 年 金 制 度 の 普 及 ・ 啓 発 活 動 を 展 開 し ま し た 。

ま た 、 １ １ 月 ３ ０ 日 （ い い み ら い ） の 「 年 金 の 日 」 は 土 曜 日 で し た が 、
年 金 事 務 所 開 所 の う え 週 末 相 談 を 実 施 す る と 共 に 、 公 的 年 金 制 度 を
身 近 に 感 じ 理 解 を 深 め て い た だ く こ と を 目 的 と し た 取 り 組 み を 、 関 係
各 機 関 の ご 協 力 も い た だ き な が ら 実 施 し ま し た 。

「ねんきん月間」の主な取組

年金委員功労者表彰伝達式の実施（全年金事務所）

年金委員研修会の開催（全年金事務所）

市町村役場等における出張年金相談の開催（全年金事務所）

市町村役場等および年金事務所における国民年金保険料納付相談会の開催（盛岡・花巻・二戸）

各種関係団体等の研修会および相談会への職員派遣（盛岡・一関・宮古）

年金制度説明会の開催（全年金事務所）

教育機関における年金セミナーの開催（盛岡・一関・二戸）

「年金の日」に商業施設前で年金制度パンフレット等の配布（盛岡）

盛岡管内の商業施設前での風景

20



○ 岩手県地域年金事業運営調整会議

地域住民の公的年金制度に対する理解をより深め、制度の加入や保険料納付の向上に繋がるよう地域における支援のネットワーク

を構築し、地域に根ざした年金事業の積極的な推進を図ることを目的として地域年金事業運営調整会議を開催しました。

令和元年度第１回会議

【 開催日 】 令和元年７月２３日（火）

【 議事内容 】 平成３０年度岩手県地域年金展開事業の結果について

令和元年度岩手県地域年金展開事業の計画について

令和元年度第２回会議

【 開催日 】 令和２年１月２１日（火）

【 議事内容 】 令和元年度岩手県地域年金展開事業の中間報告について

令和２年度岩手県地域年金展開事業の計画（案）について

岩手県地域年金事業運営調整会議の風景
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令和元年度岩手県地域年金事業運営調整会議時のご意見について

平成３０年度第１回岩手県地域年金事業運営調整会議時の意見について

事業種類 ご意見の内容 対応状況

年金セミナー事業

年金セミナー実施後のアンケート結果を見ると効果
が高いことが一目瞭然。相談会もセットにするなどのバ
リエーションを増やして学校側と協議しながら拡大して
ほしい。

大学や専門学校に対する年金セミナーアプローチの際に相談会開
催アプローチも併せて実施しております。

バリエーションを増やせるよう、引き続き努めてまいります。

年金セミナーを聞く高校生は大きく影響を受けるが、
親が年金に関しネガテｲブの場合は家に帰って潰され
るケースもある。PTAを絡めた年金セミナーも大事では
ないか。

岩手県ＰＴＡ連合会へのアプローチを検討しております。
機構本部としても、教職員やＰＴＡに対する年金セミナー開催をガイド

ラインとして示しておりますので、実施に向け取り組んでいきます。

租税教室、選挙、人権教育等々たくさんの依頼が学
校に寄せられる。学校としてはローテーションを組んで
対応せざるを得ない現状であることは年金機構も理解
してほしい。

学校のご事情も承知しておりますが、若いうちから年金制度に対す
る理解を深めていただきたいとの思いで本事業を進めております。

学校側のスケジュール等に合わせた実施をしてまいります。

学校の規模によっては年金セミナー会場の問題も出
てくる。例えば２クラスずつ一週間かけて実施するなど、
実施形態にも工夫が必要ではないか。

実施に際しては、学校側のご要望をお聞きしながら対応しております。
今後も出来る限りご要望に沿う形で実施していきます。

アプローチの時期は、例年６～７月頃に行っているよ
うであるが、スケジュールはすでに確定しているので、
次年度スケジュールを検討する11～12月頃がベストで
はないか。

いただいたご意見のとおり、今年度未実施校への再アプローチと併
せて、次年度開催に向けたアプローチも実施しました。今後もアプロー
チは行っていきますが、今回の取り組みにより次年度開催校が増える
ことを期待しております。

高校で年金セミナーを実施する場合、２年生がベスト
だと思う。進学校よりも実業高校の生徒が真面目に聞
いてる。進学校へは課題研究のネタとして取り入れて
もらったらどうか。

進学校からのセミナーに対する反応は厳しいですが、ご意見を参考
に各学校の進路傾向に合わせた効果的なセミナーに努めてまいりま
す。

中学校では公民の授業の中で税金があるため、租税
教室は中学校で行われている。年金セミナーは対象を
高校生以上にしているが、すみ分けているのか。

セミナー対象は高校生以上にしておりません。令和２年度は中学校
でのセミナーに力を入れて、併せて年金ポスターコンクールも中学校
へ協力依頼する予定で取り組んでいます。
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貴重なご意見をいただきありがとうございました。
運営委員の皆様からいただいたご意見を、「岩手県地域年金展開事業」の事業推進に確実に反映させるよう、今後努めてまいります。

事業種類 ご意見の内容 対応状況

地域連携事業
今までの制度ＰＲのみでなく、タイアップ型の取組が

増えているが、今後も各関係機関との連携が必要と思
われるので継続した実施をお願いしたい。

地域連携事業の重要性を鑑み、今後も連携を図り取り組んでいきた
いと考えております。

地域相談事業
出張相談に関しては、非常に好評である。
今後も継続実施をお願いしたい。

地域相談事業の重要性を鑑み、継続実施してまいります。

年金委員
活動支援事業

地域型年金委員という存在を今回初めて知った。市
町村窓口と地域型年金委員が接触する機会を是非
作っていただき、連携を図っていきたい。

いただいたご意見に基づき連携案を検討中ですが、まずはその前
提として、情報提供に同意いただいた地域型年金委員の委員名簿を
各市町村へ提供しました。

今後連携案を作成し、各市町村との協議・協力依頼を進めてまいり
ます。

職域型年金委員の委嘱拡充があまり進んでいない。
委員を増やすことによりメリットがある案内等を事業

主に対してアプローチするべきではないか。

事業所への勧奨方法について、今後検討していきたいと考えてお
ります。

その他

前回の会議で要望があった市町村窓口で説明資料
として使用するチラシの作成について、なかなか進展
していない。

もっと柔軟に対処してほしい。

ご要望の内容は「年金制度の入口から給付までを1枚両面刷り程
度で、分かりやすく窓口で説明しやすいチラシ」となりますが、ボュー
ム的に１枚程度に収めることが困難であります。

ご意見をいただいた盛岡市と協議してまいりますが、現時点におい
ては、既存の各種制度チラシの活用のほか、厚生労働省で作成した
「年金ポータル」の周知・閲覧案内による対応をお願いしたいと考えて
おります。

年金機構からの書類は専門用語が多すぎて何が書
いてあるのか理解できない。

一般の方と文書構成に関する専門的知見を有する方で構成される
「お客様向け文書モニター会議」を開催しており、わかりやすさ・見や
すさの観点でご意見を伺い文書の見直しを実施しております。

学生や一般の方々に分かりやすい書類・広報等について、今後検
討していきます。
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盛岡年金事務所での取組

○【ご紹介】年金事務所における取組事例

・大学、専門学校、高校、中学校において年金セミナーを開催

・ハローワーク盛岡において年金制度説明会を開催

・管内市町職員を対象とした研修会を開催（研修テーマは事前アンケートを実施のうえ決定）

・盛岡市以外の１市３町で出張年金相談所を開設

・矢巾町、紫波町の産業まつり会場において出張年金相談所を開設、広報用リーフレットの配布

・年金委員・健康保険委員合同研修会の開催

・県内合同の年金委員功労者表彰伝達式を開催

・ 矢巾町のコミュニティラジオ「やはラヂ！」、葛巻町の町営テレビを活用した制度広報

・予約相談拡充のため、税務署、商工会議所連合会、商工会連合会、医師会会員の医療機関等に対し

ポスター掲示及びチラシの設置について協力依頼

・「年金の日」に商業施設前で年金制度パンフレット等の配布

大学での年金セミナーの風景 専門学校での年金セミナーの風景
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事務所別事業状況（平成３１年４月～令和２年３月）
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２ 令和２年度事業計画

○ 重点項目

テーマ 概 要

地域や各団体等における年金制度説明会の
開催の拡充

（実施継続）
各関係機関（団体）及び市町村等と協力・連携を図りながら、地域や企業
等における年金制度説明会の開催および講師派遣を積極的に実施して
まいります。

（新規取組）
年金制度説明会を活用した電子申請の義務化に伴う企業への周知、広
報等を積極的に行ってまいります。

教育関係機関とのネットワークの強化による
年金セミナー開催の拡充

（実施継続）
県教育委員会や高等学校長協会等と協力・連携を図りながら、各高等学
校でのセミナー開催について昨年度を上回るよう、アプローチを積極的に
実施してまいります。また、セミナー開催が低調な地域への地域年金推
進員を活用したアプローチも引き続き展開してまいります。

（強化・新規取組）
未実施大学・専門学校へのアンケート調査結果の活用、年金ポスターコ
ンクールのＰＲと併せた中学校へのアプローチおよび保護者へのセミナー
実施に向けたアプローチを行い、開催拡大へ結び付けてまいります。

年金委員の委嘱拡大及び活動支援の強化

（実施継続）
各関係団体との協力・連携および全年金事務所における複数回の文書
勧奨により委嘱拡大を図るとともに、各種研修会を積極的に開催し年金
委員の活動支援の強化に努めてまいります。

（新規取組）
地域型年金委員が活動しやすい環境を整えると共に、年金委員制度お
よび活動内容の周知による委嘱拡大も図るべく、市町村との連携に向け
た取り組みを積極的に進めてまいります。
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○令和２年度岩手県地域年金展開事業計画
（１）地域連携事業

（継続取組）

自治体、社会保険労務士会等、関係機関（団体）等と連携した年金制度の周知・啓発の実施

① 自治体との連携
・ 市町村の広報誌や行事等を通じた年金制度の周知
・ 市町村向け広報誌「かけはし」の発行（奇数月）
・ 市町村の国民年金担当職員に対する研修・打合せ会等の充実（令和２年度目標：１０回以上）

② 岩手県社会保険労務士会との連携
・ 社会保険労務士会との定期的な打合せの実施（毎月）
・ 街角の年金相談センター盛岡（オフィス）との定例会議の実施（年６回）
・ 社会保険労務士会主催の会員を対象とした研修会等への講師派遣

③ 全国健康保険協会岩手支部との連携
・ 年金委員委嘱拡大に向けた連携した取り組みの実施
・ 各種研修会等の共同開催の実施（令和２年度目標：盛岡地区２回、それ以外各１回以上）

④ 岩手県社会保険協会との連携
・ 岩手県社会保険協会主催による研修会等への講師派遣
・ 上記研修会等においての年金委員制度の周知、委嘱への協力依頼
・ 「社会保険いわて」への記事提供（年６回）

⑤ 岩手県年金協会との連携
・ 岩手県年金協会主催による研修会等への講師派遣
・ 上記研修会等においての年金委員制度の周知、委嘱への協力依頼

⑥ 岩手県商工会議所連合会及び岩手県商工会連合会との連携
・ ポスターの掲示及びリーフレットの設置依頼
・ 会員様を対象とした研修会等への講師派遣

⑦ 報道機関等との連携
・ 報道機関等との連携を図り、地域住民への公的年金制度の周知
・ 各地域のＦＭ局等との連携を図り、地域住民への公的年金制度の周知

（強化取組）

・ 年金制度説明会開催にかかる企業へのアプローチ

・ 関係機関との協力連携によるイベント実施の拡大

（新規取組）

・ 電子申請の義務化に伴う説明会等における企業への周知・利用勧奨
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（２）年金セミナー事業
（継続取組）

岩手県教育委員会や高等学校長協会等の協力を得て、高等学校や中学校及び大学・専門学校等での年金セミナーを
実施するほか、出張相談会の実施により、年金制度の内容や重要性について学生・生徒に周知

① 高校生・中学生への年金制度の周知
・ 岩手県教育委員会、高等学校長協会、各学校等の協力を得ての年金セミナー実施
・ 教育関係者による社会保障制度の周知・啓発を行うネットワーク作り
・ 地域年金推進員による効果的な年金セミナーの実施（令和２年度目標：高等学校３０校以上）

② 大学・専門学校生への年金制度の周知と学生納付特例等の届出勧奨
・ 各学校の協力を得て、年金セミナーの実施
・ 学生納付特例にかかる各学校構内でのポスター掲示、パンフレットの配布
・ 各学校構内における学生納付特例等相談会の開催

③ 「わたしと年金」エッセイ募集
・ 一般、学生（中学生以上）を対象にエッセイを募集（令和２年度目標：７名以上）
・ 各教育機関、自治体、報道機関等の関係団体への募集にかかる協力依頼
・ 年金セミナー開催と連動した効果的な協力依頼
・ 図書施設、主要公民館、コミュニティセンター等へのポスター掲示依頼

④ 地域年金推進員制度
・ 訪問や電話でのアプローチ（令和２年度目標：アプローチ４４校以上）
・ 反応があった学校へ出向き、実施に向けた打ち合わせ
・ 学校側からのオーダーも踏まえ、年金セミナー資料の修正・追加のアドバイス
・ 学校で年金セミナーを実施
・ 集計したアンケート結果を確認し、学校へフィードバック

（強化取組）
・ 年金セミナー未実施大学・専門学校へのアンケート調査結果を活用したアプローチ
・ 中学校への年金ポスターコンクールのＰＲと併せたアプローチ
・ 「わたしと年金」エッセイ募集にかかる周知協力機関の拡大

（新規取組）
・ 保護者に対する年金セミナー開催に向けたアプローチ
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（３）地域相談事業
（継続取組）

市町村、公共施設、商業施設等での出張年金相談の実施及びハローワークとの連携による国民年金手続き等の周知

① 年金相談の充実

・ 遠隔地の市町村や商工会等の協力を得て出張相談会を実施

・ 関係機関（団体）等からの要請による出張相談の実施

・ 商業施設等を利用した出張相談の実施

・ 社会保険労務士会への委託による年金相談の充実

② ハローワークにおける国民年金手続き等の周知

・ 雇用保険受給者説明会等における講師派遣

・ 離職後の国民年金手続き等パンフレットの設置

（強化取組）
・ 産業まつりでの出張年金相談の拡大

（４）年金委員活動支援事業
（継続取組）

職域型年金委員、地域型年金委員の協力による厚生年金被保険者や地域住民等へのチラシ配布など公的年金制度の啓発・
普及の取組みを強化する支援

① 年金委員への支援および情報提供等
・ 年金委員を対象とした研修会の開催と内容の充実
・ 年金委員への積極的な情報提供
・ 地域型年金委員向け広報誌（支えあい～年金委員だより～）の発行（年３回）
・ 地域型年金委員連絡会の定期的な開催

② 全国健康保険協会岩手支部との連携

・ 全国健康保険協会岩手支部との連携を強化し、医療・年金一体となった制度周知
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③ 岩手県社会保険委員会連合会および岩手県年金協会との連携

・ 岩手県社会保険委員会連合会と連携し、職域型年金委員を対象とした研修会・説明会の実施

・ 岩手県年金協会と連携し、地域型年金委員を対象とした研修会・説明会の実施

④ 年金委員表彰伝達式の開催

・ 岩手県社会保険委員会連合会、全国健康保険協会岩手支部、岩手県社会保険協会との共催による年金委員表彰伝達式

の実施（令和２年１１月１８日（水）開催予定）

⑤ 年金委員の委嘱拡大（令和２年度目標：職域型２，３３０名、地域型８０名）

・ 職域型年金委員未設置事業所への文書又は電話による推薦依頼の実施

・ 岩手県年金協会、岩手県社会保険労務士会及び市町村への地域型年金委員の推薦依頼の実施

（新規取組）
・ 地域型年金委員活動の活性化および委嘱拡大に向けた市町村との協議・協力依頼の推進

（５）その他
（継続取組）

・ 「ねんきん月間」及び「年金の日」でのチラシ配布や産業まつり等での出張年金相談所の開設
・ 「予約相談」、「ねんきんネット」利用者拡大に向けた各事務所内及び外部へのＰＲ活動の積極的な展開
・ 岩手県地域年金事業運営調整会議の開催（年２回/７月及び1月の予定）
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